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　1980 年代以 降、日 本 に住 む外 国籍 の 人 は急 増 して い る 。

外 国 人登 録者数は 2002 年末に は約 185 万 人 で あ り、そ

の 構成割合 は、韓国 ・朝鮮籍が 33，8％、中国籍が 22．9％，

ブラジル国籍が 14．5％、フ ィ リ ピン国籍が 9．1％、ペ ル

ー国籍 が 2，8％．米国籍が 2，6％、そ の 他 14．3％で ある。

年齢 を み る と 20 歳 代 と 30 歳 代 が 外 国 人 登 録者数の

53．9％を 占め てい る （法務局 入 国管理局　平成 15 年）。

　そ の ような中で 多 くの家族が 子 ども を保育園や幼稚園

に通 わせ て い る。園 で は 日本語能力や文化の 違 い によ っ

て お こ る 様 々 な課 題解 決 の た め に 種 々 の 実践が な され て

い る e 背 景 に 異 な る文 化 を もつ 65 力 国籍の 保 護者を対 象

と し た
t／
多文化子育て 調 査

”
の 結 果 か らは 園 の 先生 を頼

りに して感謝 しっ つ も、保護者 た ち は 園生 活 や 子 育て 全

般 に大きな気 がか りを抱え て い た。

　こ れ らの 現状を踏まえ て、  多文化子育て 調査 に見 ら

れ た 園 や子 育て 上の 不 安 か ら保護者へ の 支援  地域の 中

で 多様 な文化 を もつ 子 ども 達へ の 関わ りの 実践報 告  多

文化保育園の 取 り組 み と課題   多文 化 社会 が 進 むオー
ス

トラ リア、ニ ュ
ージー

ラ ン ド．アメ リカで の 多文化理 解

保育の 現状 報 告 の 多 面的な 話題提供をもと に、日本にお

け る 今後 の 多 文化 保育の あ り方 を参 加者 と と もに 討議 し

た い 。

『多文 化子 育て 調査 を実施して 』

　　　　　　　 大 阪 国際 大 学短期 大学部 森本恵美子

　園 生 活及 び 子育 て 生活 に つ い て、多文 化 を 背景 に もつ

保護 者 （以後 多文化 保護 者 ） を対象 に、11言 語 に よ る質

問紙 調 査 を実施 し、65 ヶ 国籍 2002 人の 回答 を得 た。そ

の 結 果 を報告 書 に ま とめ、ホ
ー

ム ペ ージ に お い て も 日本

語 と英語で 全文を公 開 した。さ らに、報告書は回答使用

言 語 と して多か っ た 英語
・
中国語 ・韓 国語 版 に も翻訳 し

た。

　多文化子 育て 調査 にお い て 、滞在年数の短い保護者が

入 園時 にあた っ て 多 くあ げて い たの は 「日本語がわ か ら

ず情報収 集が大変」 「必要な書類 を揃え るの が 難 しい 」 で

あ っ た。滞在 年数が短く日本語で の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン

が 十分で な い た め に生 じる問題 に 対 して は、行政な どで

対 話 カ
ー

ドの 作成 や 通訳 の 派 遣 な どの 対 応 が と られ る と

こ ろ が増 えて き た。また、保護者の 気がかりで は、素足

保育は 「中国」 「ブラジ ル 」
「ペ ルー

」．学習 は 「中国」．

予 防接種 は 「ブラ ジル 」 の 保護者の 率が 高 い な ど出 身の

国 に よ る差異が 顕著 にみ られた。

　外国籍の 親子 と の 共 生へ の 試み が保育 現 場 で 増 加 しつ

っ ある 現状で あ るが、今後 は さ らに個 々 の民族がもつ 育

児 文化や成育背景へ の 多文化 な視点 で の理 解 が必 要 と さ

れ て い る。

　今 回 は、多 文化 保 護者の もつ 園 生活や 子育て 上 の 不 安

に は 「保 護 者 が異 な る 文化 の 中で 暮 らす 」 こ と で 共 通 す

る もの と、「保護者の もつ 種 々 の 状 況 の 違 い」 に よ っ て 異

な る もの がある こ とを示 し、支援の 在 り方 を考 え た い。

『地域 の 文 化 と共に 育つ 』

　　　　　　　　　 社会福祉 法人 大 阪キ リス ト教社 会 館

　　　　　　　　　　　　　 めぐみ保 育園　 奥田輝代

1．概要

　大阪大 正 区 の地域性につ い て …　　 明治の 冨国強兵策

の 中紡績工 場セ メ ン ト、製 鉄、造船 の重化 学工 場が 立ち、

木 材 資 場 ・港湾改修の 事業 の な かで 出稼ぎ労 働 者が多 く

西 日本か ら集 まっ て きた と こ ろで ある 。と りわ け 沖縄 出

身者の 多 くク プン ガ
ー

とい わ れ る低 湿 地帯で の 劣悪 な 住

環 境に あっ て、「朝鮮人 ・
沖縄人お 断 り∫の立て 札に象徴

され る住宅差別
・就職 差別 が行 わ れ て い た とい う。

2 ．保育園 の 様子

　万 博景気 を背 景 に、密集 住 宅 の 二 度 の 大火 か ら 焼け出

され た 住民の 要求 によ り改 良住 宅が 建 て られ、そ の
一

階

部分 に保育園 として 作られた の が め ぐみ 保育園で あ る。

園兜も地 域的 に も沖縄との かか わ りを持つ 子が 40 ％近

くを 占めて い る。祖 父 母 を一世．二 世 に持ち 大正 区 に 根

付い て 生活 して い る 子や地縁血 縁の な か で 往 来する 若 い

世代 を持つ 子 とさ ま ざま で あ る。また
一

方で ブ ラジ ル や
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ベ トナム 、中国、フ ィ リゼ ン と出稼ぎ 労働者 と して 働 く

外 国 人の 子 どもた ち も少な か らず入 園 して くる ケ
ー

ス も

多 い。

3 ．文化 を誇 りに

　子 どもた ち の 育 つ 環境 と し て 親た ち が 育っ て き た現実

がい ろ い ろな形で反映され て い る 。 理解 しあえ る ため に

は私 た ち が思 い を深 め 学び続け る こ とが大切で ある 。

　沖縄 をテ
ー

マ に した と りくみ は 当初は 「何 で 沖縄 ばっ

か り」 「何 い っ て い る か わ か らへ ん」 と い う声も聞かれ 、

保 護者 の 家 を まわ り話 を し て い く 中で 、少 しずつ 理 解が、

広がっ て 定着して い っ た。わ らべ うた、遊び．踊 り、食

生活 とさ まざまな生活に 根 ざ して ．感覚の 中に 取り込む

体 験 を とお して 素直に楽 しみ 共感する こ とがで きる。保

護者に た い して も機 会が ある ごと に紹介 し、一
緒 に楽 し

ん で い く こ と、続け て い く こ と が 大 切 で あ る。地域 の な

か で エ イ サーまつ りが 開催 さ れた り、地域 と して 子 ど も

た ちが育つ ため の 環境が 必 要で ある。子 ど もの 発 達 と と

もに、子 どもの 育つ 場が今とて も大切で あり問われ て い

る と思 う。保育 園を とお して 子 育 て の 発 信 を して い きた

い。

『多文化 保 育園の 取り組み と課題』

　　　　　　　特 定非営利活動法人多文化共生セ ン タ
ー

　　　　　　　　　　　 多文 化 共生 セ ン タ
ー・ひ ょうご

　　　　　　　　　　　 多 文化保育園 　武 田真 由美

1 ．多文化保育園設 立 の 経緯 と理念

　 多文 化 共 生セ ン タ
ー

は、阪神大震災以降行っ て きた外

国 入支援の活 動 か ら国籍 ・文化 ・言語や習慣款どの 違い

に かか わ らず誰で も満足 して 子 ど もを預 け られ る保 育 園

の 必要性を実感して い た。こ の こ とか ら 2001 年 3 月、

兵庫 県 コ ミ ュ ニ テ ィ ビジネ ス 離 陸応 援 助成 に よ り神戸市

東灘 区 深江 に多文化 保育園を設 立 し、以下 の ミ ッ シ ョ ン

ス テ
ー

トメ ン トを目標 に 多文化保育実践へ の 取り組み を

始めた。

ミ ッ シ．ヨ ンス テ
ー

トメ ン ト （抜粋）

多文化 保 育 園 は、様 々 な 文化 的 背 景 を持 っ た子 ど もた ち

が、そ の 持て る 力を精
一

杯伸ば し、自分 自身 や 自分 の 家

族 に誇 りを持ち、ま た互 い の 違 い を尊重 し、そ して 共に

成 長 して い け るよ うな温 か い 環 境作 りを 目指 して い ます。

こ の 保 育 園 は、た だ一方 的 に子 ど もを預 けてお くだけ の

場で は あ りませ ん 。外 国 人 の 親 （保 護 者） と 日本人 の 親

（保護者〉、保育士、ス タ ッ フ、周辺 地域に 住む人 々 、そ

して ボラ ン テ ィ ア が、子 ど もたち に と っ て よ り良い環境

を作 る た めに互 い に助け合 い 、互 い か ら学びあ い、そ し

て子 どもた ち と共 に成長 して い ける ような、地域 に 根を

下 ろ した 保 育 園です。
』…

2，実践の 特徴

　多文化保育園で は、子どもた ちの バ ラ ン ス の よ い 総合

的 な 成長 を 目指 して い るが；
1’
特 に以下 の 点 に重点をお き

な が ら様々 な実践 を展 開して い る。

  多様な背景 を持つ 子 どもたちとそ の 保護者が 「あた り

まえ 」 の 保育を受けられ る こ と

  全 て の子 どもたちが多様性から学びなが ら成長する こ

とが で きる こ と

  地 域や 周 囲 の 人 々 との 関わ りの 中で 育 っ こ とが で き る

こ と

3．今後の 目標 と課題 　 　　、　 　　 　　 　　 ．

  保護者及び地域住民の 主体的参加

  多文化 保育園 に お ける保育実践の 意義 と役割 の 再検討

『オ
ー

ス トラリア ・ニ ュ
ージー

ラン ド・アメリカ など

　　多文化 国 家の 保 育・教 育支援』

　　　　　　　　　　　情報教育研究所　　山岡テイ

　多民族国家 として 知られ る オ
ー

ス トラ リア は、現在、

人 口 の 4 割が 世界中か らの 移民 や そ の 子 どもで 構成され

て い る。近年は ア ジア 系移 民が 急増 して い る が 、人 口 の

約 2 ％ を 占め る 先住民 ア ボ リ ジ ニ や ト レス 海峡島嶼 （と

う し ょ ） 民 の 言語 も含む 多文化 理解教育 を基盤 に した多

言語や 教 育 プロ グ ラムが 園や 学校 で 実践 され て い る。

　ま た、ニ ュ
ージーラ ン ドで は、あ らゆ る 公的な文書や

場 所 の 標 識に は、2つ の 公用 語 で あ る 英語 と先住民 の マ

オ リ語が 併 用表 記 され て い る。こ の よ うに 複数 の 言語 と

文化が共存する 社会の ニ ュ
ージーラ ン ドで は、マ オリだ

け で な く太平洋諸島出身の 多様な民族 との 共生や理解 を

幼児 教育の カ 1
？キ ュ ラム に も積極的に聖g入れて い Q。

ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ドの 国勢調 査 に よ る と．こ の 10年 の 間 に

ア ジ ア人移 民の 中で も上 位 1 位の 中国 人 は 2．3 倍、2 位

の イン ド人 は 2倍，3位 の 韓 国 人 は 20 倍 に急 増 し て お り、

他の 英語圏に お い て も、こ の 3 民族の 移民ラ ッ シ ュ は特

徴的な傾向で あり、出産 ・育児、教育の 分野で の ア ジア

人 へ の 対応が急務 に な っ て い る。

　一方、さま ざまな民 族 ・宗教 ・文化が 共存 して き た歴

史を もつ ア メ リカ で は、地方 行 政 レベ ル で 独 自 の 教育 支

援プ ロ グラ ム を実施 し．すで に、成 果 をあ げて い る施 設

も多 く見受けられ る。

　そ こ で、これ ら多文化社会先進国の保育
・
教育現場 の

最新 事例 の 詳細 を画 像で 紹介 して、日本 に お け るア ジ ア

人 を 中心 と した 「多文化 子 育て 調 査 」の 結 果 と合わ せ て 、

今後 の 多文化 保育 ・教育や支援の あ り方を参加者 と とも

に 考察 した い．
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